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注 ：     は交換部品を示す。 
識別：ＩＤプレートに緑色のシールを貼付けする。 

跳ね上げ式バックドアに取り付けられているバランサの製造工程が不適切なため、当該バランサの

ダンパケース内に残留した洗浄液により、Ｏリングが膨潤して減衰力が低下し、バックドアの開放速

度が速くなるものがあり身体の一部に当たるおそれがある。又は、速く開いた反動でバックドアが上

下に揺動し、そのまま使用を続けると、最悪の場合、バランサ取り付け部が破損してバックドアが降

下し身体の一部に当たるおそれがある。 

バックドアバランサ

 
 改善の内容 

全車両、バックドアバランサを対策品と交換するとともに、バックドアを点検し、亀裂の 
あるものはバックドアを新品と交換する。 
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